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研究内容
施設における環境汚染物質挙動のモデル化

・バイオガスプラント・環境汚染物質・モデル・リサイクル

•実施設調査、実験に基づく汚染物質の分配挙動の予測であり、施設の運転パラメータ、マスバラ
ンスに応じた出力が可能。

•今後の研究の進展に応じた対象物質の拡張が可能。

•有機性廃棄物・バイオマスを原料としてガス燃
料を生産するバイオガス施設では、処理残渣は
肥料として農地で利用したり、水処理して環境
中に放流されたりする。

•実態調査の結果、容器包装等に由来すると思わ
れる有機汚染物質等が残渣に残留することがわ
かった。

•汚染物質の分配挙動を把握し、処理プロセス内
での分布を予測するモデルを構築した。

バイオガス施設における環境汚染物質等
の挙動予測モデル
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